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レイヤ3スイッチでルーティング機能を有効にした場合、先の図4.4.2のように作
成したVLANに IPアドレスを割り振る事ができ、レイヤ3スイッチ内部のルータ機
能によって、ルータの物理インターフェースに直接VLANのネットワークを接続し
たように利用する事ができます。この事によりルータの物理インターフェース数の
制約なく、複数のVLANネットワーク間のパケット転送を実現する事ができます。
ネットワークの転送効率についてもレイヤ3スイッチのパケット転送は高速な転
送処理を実現するASICによって行われているためルータとスイッチの構成に比べ
て高速な転送処理が期待できます。

2.	レイヤ3スイッチの設定

レイヤ3スイッチではネットワーク環境に合わせて柔軟にインターフェースの設
定を変更する事が可能です。

レイヤ3スイッチで設定できるインターフェース例
レイヤ2スイッチとしてのインターフェース

 アクセスポート
 トランクポート
 VLANインターフェース（IPなし）

レイヤ3スイッチとしてのインターフェース
 ルーテッドポート
 VLANインターフェース（IPあり）

VLAN10 VLAN20
1 2 3 4 5 7 86

  FastEthernet0/6:192.168.2.1/24
VLAN20:198.168.1.1/24

トランクポート

ルーテッドポート

アクセスポート

VLANインターフェース（IPなし）

VLANインターフェース（IPあり）

図4.4.3　レイヤ3スイッチで設定できるインターフェース例




